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は じ め に 

　本書は，地域包括ケア化の時代において，求められる新たなケアシステムの

構築のために，基礎的な論点を整理したものである。

　本書でいうところの地域包括ケアとは，人びとが，自分たちの生活の場であ

る地域で，包括的な（保健・医療・福祉だけでなく，保育・教育や労働，司法なども

含めて）ケアを受けられるような仕組みである。このような地域包括ケアが求

められるようになったのは，人びとが疾患の治癒よりも生活の質に価値を置く

ようになった（生活モデル化）ためである。価値そのものが変わったがゆえに，

根底からシステムを変えていくことが求められている。

　そして，地域包括ケア化という新しい時代において，肝要な役割を果たすケ

ア従事者たちは，従来の社会保障制度の枠内では捉えきれない。とくに，介

助・介護など日常生活を支える人たちや，日常的な相談にのり，ちょっとした

ことを手助けするような人たちが，何をしており，どのような存在といえるの

か，これらの点はまだ十分に議論されているとは言い難い。これからの地域包

括ケアシステムを，まさに生活モデルに依拠したものとしてつくりあげていく

ためには，この点が議論されていく必要があるだろう。

　たとえばケア従事者をどのように養成し，どのように給与を支払い，どのよ

うに労働環境を整え，どのように働き続ける仕組みにしていけばいいのか。こ

れらを考えるためには，ケア従事者がどのような存在として位置づけられるの

かを考えておく必要がある。いまある図式のほとんどは，家政婦やハウスキー

パーのようなサービス業としての雇用形態か，看護職などの専門職に準じた養

成・雇用形態を前提としているが，それだけではこれからのケア従事者を捉え

きれないのではないか。

　また，地域包括ケア化という新しい時代においては，ケアや支援の位置づけ

そのものが変わってくる。病院の中であれば利用者はとにかく「助けられる」

側の人であり，ケア従事者は「助ける」側の人だった。だが，病院の外へ出た

ときには，それほど単純ではなくなる。ケアや支援を必要とする人たちは，

往々にして社会の中で排除されがちな人たちでもある。ケア従事者は，自らの
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ふるまいや取組みが誰の何を「助ける」ことになるのか，そのつど見極めてい

かなければ，知らず知らずのうちに排除に加担し，排除を助長する役回りを担

ってしまいかねない。

　本書は，こうした問題関心に基づいて書かれている。

　もともと編集者の松井智恵子さんからの依頼（2013 年）は，ケアについての

社会学の「教科書」を書いてほしい，というものだった。そのため最初は，従

来の社会保障制度の解説などをたくさん盛り込んだ「教科書」をつくろうとし

ていた。だが，細部を詰めていこうとすると徐々に，さまざまなほころびが見

えてきた。数年かけるうちに，従来の枠組みでは議論しきれないことがたくさ

んあることを認めざるをえなくなっていった。

　そのため本書は，すでにわかっていることを整理した「教科書」というより

も，「これからを考えるための材料」を私なりに用意したものとなっている。

新たなケアシステムを構想していくという事業そのものは，私の手に余る。だ

が，そのために必要な材料くらいは提供できるはずである。とくに，生活モデ

ルに基づくのであれば考えざるをえない論点というのはあり，それを整理する

ことで，新たなケアシステム構想のために踏まえるべき事柄が見えてくるだろ

う。それが，本書が持ち込むいくつかの論点──たとえばケアサービスの位置

づけや，社会環境や地域との関係，ケアに従事するということが持つ意味，ケ

アの質評価など──である。

　これらの論点について論じるにあたって，本書の議論の基礎となっているの

は，実際に東京都郊外で実践されている，知的障害の人たちの自立生活支援で

ある。私は，もともと日本の看護職の労働問題や准看護師制度の存廃の議論か

ら社会学の研究を始めており，震災ボランティアの調査研究などにかかわった

のち，2007 年 4 月からは，主に多摩市を中心として知的障害者の自立生活を

支援している「たこの木クラブ」の活動にかかわってきた。ここでの経験が，

本書の議論の基礎となっている。

　たこの木クラブは 1987 年に創設された任意団体で，現在はスタッフ 3名の

小さな団体である。創設当初は，どんなに重い障害を持つ子どもであっても同

じ学級に通えるのがあたりまえだと考える運動の中から，子ども会活動など子
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どもたちが実際に人間関係を育むその場にかかわり，「子どもたち同士の関係

づくり」をめざす団体として生まれた。最初のうちは子ども会を開こうとして

も「障害児」と呼ばれる子どもたちだけが集まりがちだったが，地域の公園に

皆で出かけることで，地域の子どもたちと「障害児」が一緒になって遊ぶ機会

をつくってきたそうである。それは，大人たちにとってはなかなか越えられな

い排除／包摂の壁を，子どもたちがいとも軽々と乗り越えていくことに感動さ

せられる日々でもあったようである。

　ただ，子どもたちは成長し，徐々に大人になっていく。そうすると，働く場

をどうするのか，親とともに暮らし続けていていいのか，といった，新たな課

題が出てくる。そうした中でたこの木クラブは 2000 年から活動の方針を変え，

成長して大人になった人たちの自立生活支援というテーマに取り組むようにな

った。この場合「自立生活」といわれているのは，主に介助つきの一人暮らし

であり，多摩市近辺では，重度と呼ばれる知的障害と自閉の人たちが何人も介

助つきの一人暮らしをしている。また，重度の知的障害や自閉の人たちと，

「健常者」とされる人たちとが，分けられることなく「ともに」働く場もつく

られていった。のちに，たこの木クラブから生まれた働く場やヘルパー派遣事

業所は株分けされて独立し，現在は少人数のスタッフによって，事業では手が

届きにくい部分を担う場として活動が続けられている。

　たこの木クラブは単独で支援活動を行っているわけではなく，活動は多摩市

や近隣地域のさまざまな団体との連携の中で行われている。多摩市およびその

近隣地域では，多摩ニュータウン開発初期から，障害を持つ人と「ともに生き

る」ことをめざした人たちがそれぞれにさまざまな事業所や団体をつくってき

ており，その間には緩やかなネットワークがある。個々の障害者たちはそれら

とさまざまにかかわりながら生活している。たとえば，ある団体がつくったグ

ループホームに暮らす人が，またさらに別の団体で働き，また仕事帰りにはた

この木クラブを訪れる，といった姿がよく見られる。

　本書はこうしたたこの木クラブや，たこの木クラブを介して知るようになっ

た，多摩市や近隣地域，あるいは東京の知的障害の人たちの自立生活を支援す

る活動などから，多くの示唆を受けている。とくに後述するベースの支援につ

いては，これらの活動にかかわる介助者・介護者たちやコーディネーターたち
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とかかわる中で，論点を整理してきた。

　といってもこれらの団体は，もちろんまずは知的障害の人たちを主に念頭に

置いている。それも，とくに 1970 年代以降の障害者運動の影響を色濃く受け

ており，事業化は運動のあとについてきたものという位置づけで，最初から事

業所としてスタートした団体とは大きく異なる性格を持つ。その意味では，本

書の議論が依拠しているのは，かなり「偏った」事例である。ケアや支援を必

要とする人たちはほかにもたくさんおり，それぞれが抱える事情はさまざまで

ある。また，ケア従事者と一言でいってもさまざまな立場や考え方の人たちが

いる。またたとえば，過疎化が進んだ地域など，東京近隣とは状況が大きく異

なるところもあるだろう。私が依拠している事例の「偏り」は否めない。

　だが，人の生活を支えようとすることには，それなりの共通性があるはずだ

と私は思う。それに，後述するような「ともに生きる」という観点そのものは

おそらく（用いられる言葉に違いはあるが），ほかの草の根でつくられてきた支援

やケアの場の多くと共通していると私は感じている。制度ありきではなく，目

の前にいる人とどう付き合い続けるかを考えるがゆえに生まれてきたケアや支

援の運動は，実に多様ではあるのだが，ある程度共通した枠組みや姿勢をつく

ってきているのではないだろうか。

　そのため，本書では可能な限り，共通性に目を向けられるよう，具体的な事

例の細部に立ち入るよりも，そこから見える要素や一般化可能な論点を抽出す

るように試みた。あまり抽象的な議論になりすぎないように事例も挙げている

が，なるべく他の事例にも共通しそうなものを挙げるように心がけている。

　本書の主要な論点は次の 2つである。第 1に，ケアや支援という「その人の

ため」になされる試みは，実はそれとはかなり論理の異なる，排除／包摂の問

題と深くかかわっていることである。これは利用者を社会関係の中に生きる人

と捉えるかどうかということと不可分である。ケアや支援というと，どうして

も単独者としての利用者に向けたものになりがちだが，本人の生活や暮らしと

いう観点からすれば，本人とほかの人たちとの関係にも同時に目を向けざるを

えない。本書では繰り返し，この点に立ち返り，本人とほかの人たちとの関係

に目を向けることが持つ意味を訴える。

　第 2に，ケア従事者を一律的に捉えるのではなく，その担っている内容から，
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専門職のケアとベースの支援とに区分したことである。どうしてもケアや支援

が論じられる際には，従来の社会保障制度の考え方に基づいて，専門職が主た

る担い手として想定されがちである。もちろん，専門職のケアは今日において

もますます重要性を増している。だが，ある人の暮らし全体がどう支えられる

かという観点からすると，専門職のケアとは別種のケアや支援が必要である。

本書ではそれをベースの支援と名づけ，その性格の一部をあぶりだそうとした。

　最後に，本書が想定する読者層と本書のスタンスについて述べておこう。先

に述べたように，本書は「これからを考えるための材料」を多くの人たちと共

有することをめざして書かれている。それもできれば一部の専門家だけではな

く，また医療や福祉に現在かかわっている人たち以外にも読んでもらえるもの

を，と願っている。これからかかわる人，あるいは直接には接点を持たない人

にも，できれば手にとってほしい。その意味ではやはり，「教科書」ではない

が，「入門書」をめざしてはいる。わかっていることを教える「入門」ではな

いが，私たちがともに考えるための「入門」の材料を，可能な限りそろえたつ

もりである。ケアや支援は一部の専門家だけのテーマではない。私たちの多く

がともに考えていかなくてはならないテーマである。

　本書をたたき台として次の議論が育まれていくことがあるのなら，私にとっ

ては望外の喜びである。
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